
 

  

 

 

 

 

保健文化賞は、1950 年に第一生命保険株式会社により創設されて以来、健康増進、疾病予防など保健医

療文化、高齢者・障害者の保健福祉分野、少子化対策等の多岐の分野において顕著な業績を残した団体お

よび個人を表彰することで、保健衛生の向上に寄与し、この分野における権威ある賞として高い評価を受

けています。きぼうのいえはこの度、この栄えある賞を授賞しました。 

10 月 7日にはホテルオークラで授賞式があり、私と藤堂ソーシャルワーカー、中川看護師の 3名が出席

致しました。授賞の趣旨は、以下の通りです。「東京の山谷地区で、重篤な病気を持った路上生活者等を入

居させ、医療的ケア・ホスピスケアを通して充実した終末期を過ごすことのできる施設を運営するととも

に、生活困難な者の救済と自立生活に貢献していること」。 

式典では、主催者の第一生命より感謝状の授与が行われ、引き続き厚生労働大臣による表彰状の授与が

ありました。また後援のＮＨＫ厚生文化事業団と朝日新聞厚生文化事業団から記念品が贈呈され、その後、

隣室において記念パーティーが開かれました。 

パーティー会場では、本会の受賞に多大なご尽力を頂いた財団法人国際看護交流協会事務局長の粕川継

廣氏から、私ども 3 名にお祝いの言葉を頂戴致しました。また私が前職より大変お世話になっており、20

年来の知己である国立保健医療科学院の院長・松谷有希雄氏としばし歓談の時を持ち、旧交を温めました。 

 翌 10月 8日には宮中松の間において、天皇皇后両陛下に拝謁を賜りました。天皇陛下からは出席者全員

に温かい感謝の言葉が述べられ、出席者一同が感動する大変意義深い拝謁となりました。両陛下は受賞者 
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（写真上）受賞会場にて。左より、中川看護師、

私・山本、藤堂ソーシャルワーカー。（右）現在 

きぼうのいえの玄関に飾られている記念の盾。 

ひとりひとりに歩み寄られ、仕事の内容などを尋ねられま

した。また、私たち授賞者の労をねぎらい、「くれぐれも

健康に留意され、末永く活躍されますよう祈念します。」

とｔとお声を掛けて下さいました。 と、お声を掛けて下さい

ました。 

今回の受賞もひとえ

に、13 年間にわたりきぼ

うのいえをご支援下さっ

ている皆様のお心の実り

と思います。この場をお

借りして、深い感謝の意

を表したいと存じます。 

 





 

■きぼうのいえでは、私どもの活動にご賛同頂ける皆様方に、ご支援・ご寄付をお願いしています。 

振り込み方法は、①郵便振替 ②銀行振込 ③インターネット募金 の３つがあります。 

きぼうのいえの運営へのご協力を、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

① 郵便振替の場合 

郵便振替番号： 

00190-6-388670 

名義：きぼうのいえ後援会 

② 銀行振込の場合 （※１） 

みずほ銀行 三ノ輪支店 普通 

口座番号：1284037 

名義：特定非営利活動法人きぼうのいえ 

③ インターネット募金 

ホームページからアクセスして、 

カード決済することもできます。 

http://www.kibounoie.info/index.html 

● ※１ : 銀行振込の方で領収書が必要な方はメール等で連絡先をお知らせ下さい。 

● 正会員希望の方は、お手数ですが事務局までご一報下さい。 

きぼうのいえのアイドルといえば、黒猫クララと 

茶トラのみその。そのみそのちゃん、どうやら誰か

に恋してる？ 箱入り愛娘のこの恋に、父・山本氏

は気づいているのか！？（たぶん、いない…。） 

きぼうのいえニュースレター ２０１４年秋号 
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なんで、あたしの

マンガがない 

ねんッ！？（怒） 

 

1 

山本クララ 

キンコーン！ １～２カ月に１度、山谷の町も

寝静まった深夜２時頃、きぼうのいえの呼び鈴が

鳴ります。まだ夜勤経験の浅い新人スタッフなど

は、びっくり。「こんな時間に、一体誰？」急い

で玄関に出てみると、５０～６０代の男性が。路

上には、１台の黄色いタクシー。「これ使って下

さい」 

さい」。男性は封筒を差し出すと、タクシーの運

転席に戻り、静かに去って行かれます。お仕事明

けでしょうか。それとも朝までお客さまを拾われ

るのでしょうか。封筒の中には温かな思いのこも

った１枚の千円札が―。こうした全国、全世界の

皆さまのお心に、私たちは支えられています。 
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